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lMlasaru　AKIYAMA：Notes　on　some　Japanese　Species　of

　　　　　　　　　　工）グα声〃η〃〃加BORY

　緑藻Dブψα閉αZ伽属に所属する藻類は，いずれも普遍的な種類として広範に分布している、

特にその申でも幾つかの種類については多ヨーロッパ，アジア多北アメリカなどの北半球の大

陸からも，また南半球のニュージランドなどからも極めてcosm－opo1itanな藻類のひとつとし

下報告されている註＊。この点では。極めて近縁なρrψα閉α1肋加3属の分布とは著しい対比

をなすものといえよう註糾、本邦においても夕すでに幾つかの種類についての報告がみられ、

これらの種類は，いずれも本邦内において広範に分布し茅また多量にその出現を認めることが

できる12）・20）・29）、

　いわゆるC0〃加r伽属から始めてBORY（1808）が多1）ブ砂〃舳肋α属を分離し独立した属

として設定以来，今日に至るまでに約80種にあまる種が、記載されるにおよんでいる10）、こ

のことは夕種分化傾向の点で夕同じ科内の肋g600Z0励〃η属に対応させることができるばかり

でなく。一方属内の種分化傾向の少いαo〃幼1zo閉属やユ6）。さらに1）ブ砂α閉g脇o畑3属とはこ

の点においても著しい対照を成している。ところが最近（1956）、オクラホマ大学のH．S．FOREST

博士は，Castanea誌に所載の論文において10），特に1）ブψ倣倣肋α属およびD閉抑ブ伽脇0細8

属について，従来報告されていたぼう大な種類にっいての再検討の結果，これらの種の整理統

合を試みた．その論拠の根幹となるところについては茅本属藻類の中でも代表種と考え．られる。

D　g・Zo刎κ励ol（VAUCH）AGARDH，Dαα肋（AG）KUTZ，DクZz4肋03α（VAUCH）AGARDH

の自然集団内にわける変異性の大きいこと，およびこれら三群間に種間形質の不連続性が認め’

ら㍗ないこと。さらに従来報告されている大部分の種の形質カ㍉このP1umo虹a・uta・g10甲・rata

comp1exよりなる母集団の変異内に包含され得るものとして、この新しい種集団概念を設立し事

さらにこれがBORY（1808）の記載するD．舳励〃5（ROTH）BORYに該当するものとして

述べている。ところが、この論文の申では，前記種の変異性の問題については夕USPENSKAJA

（1930）およびSUOMALAINEN（1933）によるD　glo〃鮒肋を材料にした至光量、炭酸ガス

脚註　＊7），8），9），12），13），14），ユ5），17），19），20），2ユ）争23），．25），26）多27）享28），29），

　　＊＊1）早2）享3），4）亭．5），6），10）茅24），25）
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および無機塩類の作用についての実験を引用したものと，特に分類学的な形質のひとつとして

のfasc・cu1・s側枝束の外部形態の変異の傾向夕およびそのbran・hmg　Pattemについての図が

示されているだけでタその分析にあたっての統計的な処理についてはふれていない、筆者は、

この数年来北海道，本州各地，四国および九州からの材料を採集しヲその変異性について観察

の結果，前述のFOREST博士の所説とは，多少異る結果を得たので撃その内容とそれらに対す

る考察とを報告したい歯

　欄筆するにあたり至常日頃御指導を仰いでいる恩師北海道大学教授山田幸男博士に対し心か

らなる感謝の意を表わす田

　また本研究について有力な御教示をいたたいた神戸大学教授広瀬弘幸博士に対し心からなる

感謝の意を表わす蓼

　さらに，本研究の資料の一部として多数の材料の御恵与をいたたいた。東京教育大学山岸高

旺博士ならびに熊本県立八代高等学校教諭森通保氏に対し心からなる感謝の意を表わす。

　本邦産のDr砂αr舳〃加属については勇これまでにD．9Zo〃鮒α肋（VAUCH．）、1）．クZ舳05α

（VAUCH）AGARDH，Dμ肋θ〃α（AG）KUTZの三種についての報告がみられている12），

20）・29）。この申でもD．9Zo刎舳肋については，かなり広範に分布するものらしく。本邦セも各

地からその産出を認めることができる。また本種については特に，岡田博士20）により詳細な言已

載報告がなされている、またD助舳03αについては，分類学的な記載というよりは多そのzo・

oida1phaseおよびその初期発生についての観察報告をみるに過ぎない軸またD．〃o〃Zαにつ

いては、筆者の手本にその報文をもたないのでその詳細については未知であるが夕本種につい

ては箱根芦の湖よりの採集がDICKIE（1877）により報じられているユ2）。しかし本種について

はその後HAZEN14）も指摘するように1）クZ舳405αのjuven11・phaseとして考えられるもの

ではないかとされていたのであるが，後述のように，筆者もまたこの考えに従うのが妥当のよ

うに思われる。

　ところでHAZEN，T　E（1902）は米国産の材料の比較研究から，DクZ㈱03α，Dαo肋，1）

gZ0閉舳切の三種については至極めて明確にその差異について対比させている14）すなわち，そ

の抽出されIた種間形質の特徴は，主としてその側枝束fasciculesの外部形態的な差異（1anceo・

1ate，acummate　orb1cu1ar）およぴ側技のbranch・ng　Patternの差異（主軸の有無）などによ

って評価づけられている。このことについては，その後，かなり多くの研究者達によって，一

般的な多これら種特有の傾向として，それらの多くの記載によってもey1denceが与えられて

いた形質のひとっである。ところがFORESTにょれば。このような傾向は1しぱしぱ同丁の種

自然集団内に。また時として，同一個体の異った部分においてすら，種々の段階をもって出現

することがあることを強調している。しかも，これらの傾向がヲ生理的な条件によ？ても変化

し得るものであるというUSPENSKAJA，SUOMALAINENの実験なども加えてひとつの論拠と

して少くともこの三種間の形質が連続的なものであろうという提案については、すでに述べら

れた、

　ところでα肋o幼or脇族の藻類般についてはFOREST自身も述べているように多また

すでに本邦産のαoηづo幼o閉については夕深瀬11）多森18）’により多さらに筆者4）も1）ブ砂〃鮒



本邦産Drapama1dia属について 49

脇o畑3について。その栄養体形質の変異性の大きなζとについて報告し下いるが。Dr砂〃㍗ぴ

Z伽にっいても全く同様なものと考ネ得る。しかし一方。変異性の大小にかかわらず，これら

形質の間。あるいは。さらに別の角度から抽出され得る形質の間に，全く不連続の現象が認．め

られないものであろうか？　特にこれまでに抽出されていた形質について，さ，らにそれらに？

いての従属要因の分析の必要峠ないものか？　また形質の比較に？いては。単一形質の一元的

な比較たけでなく，多元的な各要因間の相関の比較の上に不連続的なパターンは認められない

ものか？　このような観点にたって。筆者はさらに本邦産の材料を申心に次のよう。な理論的な

展開と観察とを試みた。

　1．1）ブ砂〃棚肋α属における側枝束fascicu1esが　はたしてどのような9rowth　pattem、

　　をもっているものか、

　この点については。すでに多くの観察によって。これらfaSCiCu1eSが。藻体先端部の成長帯

附近の側枝縄胞がそのinitiaIとなり，さらにその成長により完成されてゆくことが知られてい

る。ここで重要なことは。さらに二次的なfascicu1esの成長．（新しし．’成長帯の分化）により撃．

主軸の分枝部が形成されるという・いわばfascicu1esが順次・無限成長を行なって。．・藻体の戒

長が行なわれていくぐとである。すなわ■ちf・SCiCu工e・そのものは・側枝の特異な域拝琴度の

rhythmicな変化による一時的な休止期におけるひとつの形態であり．多この形態的な差異のひと．

つは。成長速度のrhythm1c　pattemのちがいによっても起こる可能性が認められるものといえ

よう。
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Fig∴1∴皿91o肋舳肋および1）；ク伽倣05αのC／B　ratioの分布曲線。

　　　　一○一：D．助脇0∫α
　　　　。一×一・■：Currentな条件下の0．g2㈱伽”
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　2．fascicu！esの外部形態についてはどのような従属要因により特徴づけられているものか。

　この点に関しては、すでにFORESTも指摘するようにタHAZENの1nd1catorとする主軸

の有無が多ひとつの重要な要因として考えられるのであるが、さらにfasc1cu1es全体の構成細

胞数と，その分枝回数との関係にひとつの法則性はみられないものか，また個々の分枝におけ

る角度と，外部形態との関係はどうか，さ、らにこの分枝角度の変異性が，外部環境の差により

どの程度までに変化されるものか、などの諸点についての問題が提起され得る。

　これらの問題点に関して筆者の観察するところでは，

　1．9rowth　pattemのひとつのindicatorとしてfascicu1esを構成する細胞数Cと，総分

枝回数BとのB／C　ratioを統計的にみると（Fig．1．）、いわゆる91omerata　typeの藻体では

ほぽO．26～O．30程度の部分をピークにして分散しており、さらにこの値は，stagnantな条件下

に生育する材料の方が，Curre砒な条件下に生育するものよりチ変異のはばも広’く，またその

ピークも幾分大きい値を示している、この点でP1u㎜osa　typeのものではO．6～O．20附近に集

中しており，その分散度は極めて低く、より変異性の少いことが認められる。しかしこの両者

の変異間にはかなり重複する部分を認めることができる。

　2。　ここで観察されるB／C　ratioについては、その数値の処理の点では，1fascicu1esの成長

の各段階のものを多同一次元においてとらえた点で極めてStat1Cな比較結果として考えられる。

そこで多このB／c　ratioにさらに時間的要因を導入して，すなわち、各成長段階におけるBlc

rat1oの変化として，それぞれの段階についての，CおよびBの値の相関関係をしらべてみると
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Fig．2．皿92o榊グo肋およびnクZ㈱03αの分枝回数（縦軸）と細胞数（横軸）

　　　　　　　　　の問にみられるcorre1ation　pattem．
　　A　（1プクψ〃郷脇oがおseries）フBコニ（g1omerata）、B2二　（p1umosa），

　　C（S〃gθ061o例肋μseries）
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（Fig．2．），91omerata　typeのものとP1umosa　typeのものとの間には，明かに異った分布状

態が認められる。しかもこの相関の傾向は，明かに，成長の初期段階では両者の間には，重複

するような結果が認められるが，成長の後期段階では，明かに不連続的な現象として認められ

る面全体としても，かなり明瞭なcorre1at1on　patternとして，B1（91omerata），B2（P1umosa）

を不連続のものとして認めることができる。なお理論的には分枝率の大きいA（1）rψα閉α〃か

加3seri・s）および，分枝率の小さいC（肋g’θ06Z0〃｛舳・eri・s）を推定することもできよう。

　3．f・scicu1esの外部形態に関連する従属要因のひとつである分枝角度については．，91omer

ata　typeではほぼ41o～45o附近を申央に分散し，P1umosa　typeではほぼ21。～25。附近に分散

15
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＼！・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　へへ

　　0611　21　31　41　5i　61
　　　　5　　10　15　　25　　　　35　　　45　　　55　　　66

　　　　Fi9・3．n910閉肋αおよびn抑舳05αの分枝角度の分布曲線。

　　　　　　　一○一：D．助舳05α
　　　　　　　一一△　　　Currentな条件下のD　g10κ脇肋
　　　　　　　　・一×一　：Stagnantな条件下のD．810吻7αまα

　　　　　　　　　　　　縦軸は出現頻度　　横軸は角度

するのが認められる（Fig．3）．この点では明かにこの両群は，全く不連続なものといえよう。

さらにこの分枝角度の差については，明かにその成長の初期からfasci・u1e・完成の後期に至る

まで，安定した形質として認められることは極めて興味深いものと云えよう（F1g4）。

　これまでに述べた観察結果を総合し，さらに従来の言己載文・図などを比較検討してみる時，

岨かにこの両群は不連続な，独立した種集団として再確認することができる。

　ところで，D．μ肋θZ1αについては，DICKIEにより箱根芦の湖よりの報告がみられている

が12），筆者もまた，旭川およぴ島根県下から，KUTZING，COOKE，RABENHORST，HAZEN，な

どの記載と照合の結果，これに相当するものではないかと考えられる材料を得ているが，ここ

で抽出された形質による分析の結果からは，p1umosatypeの変異内に包含され得るものであり

現在の段階では，HAZENの見解に従いDカ1舳05αの］uyenヱ1e　phaseに相当するものとし

て考えおくことが妥当のように思われる．なお，この問題およびD．α0肋については，さら

に今後の，より多くの資料についての観察結果にもとづいて論義をしたい．
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要　　　　　　約

1。本邦産1）閉μ閉αZ肋属の2種1）g10棚6肋α（VAUCH）AGARDHおよびDル〃z05α

　　（VAUCH）AGARDHと査定され得る材料を申心に，その形質の再吟味の結果，a）｛as・・cuト

　eSを構成する細胞数と総分枝回数の比およびfa；CiCu1eSの発生の諸段階にわける相関傾向、

　ならびに　b）’分枝の角度において、明かにこれら集団間に不連続形質としての有意差を認め

　ることができる、

2．H　S　FOREST（1956）による91o1nerat舳cut缶p1umosa　ser1esを同一の種集団として一0

　榊肋脇3（R．OTH）BORYに整理統合しようとする提案に対しては茅少くともD．9’1o伽㈹ヵα

　と1）．〃〃z03αは，別系列の独立した種集団として考えるのが，妥当であるとの結論に致っ

　た何

Rる醐晒る

　Severa1血orpho1og1ca1trends　of　two　spec1es　of　Japanese　Dr砂α閉α1励α　（D　g・Zo刎ぴ砿α

and．D　クZ〃榊03α）　are　d．escr1bed，and　a　cons1derat1on　for　these　phenomena　has　been　g1ven

　The　▽ariation　of　out1ine　of　fascicu1es，士he　branch1et　bund1esラis　re1ated，to　both　the

var1at1on　of　the　growth　pattem　of　fasc1cu1es　and　the　varlat1on　of　the　va1ues　of　branchmg

ang1eS．

　The1nter．pec1f1c　d．1scontmuous　pheno皿enon　found1n　the　corre1at1on　pattem　between

the　number　of　branch1ng　and．the　number　of　ce11s　m　each　of　the　same　fasc1cu1es　of　Jap－

anese皿atena1s　of1）　9Zo刎3ブαカαand1）　クZz〃η03αcan　be　recogn1zed　　Itユs　a〕so　obser▽ed

that　there1s　more　remarkab1e　d－1scont1nu1ty　of　the　mode　of　yar1ance　of　branch1ng　ang1es

found．in　these　different　specific　population．

　Although，FOREST　new1y　comb1ned．the　severa1spec1es　of　D閉抑閉α〃〃，and－a1so　gave

some　e皿end．atIon　of　spec1f1c　character1st1cs　of　D　刎泌αろ棚5（ROTH）BORY　w1th　a　re1at1

on　of　the　so－caued‘｛p1umosa－acut㌃g1omerata”series　of　Dブ砂α閉αZ3加、in1956，but　remar・

kab1e　s1gn1f1cance　of〕ust1f1cat1on1s　recogn1zed　for　d，1vld1ng　the　presented　ser1es　at　se▽一

era1above　ment1oned　morpho1og1ca1trends　lnto　separate　spec1f1c　popu1at1ons　at1east　D

gZo刎κα肱（VAUCH一）AG．and1）．ク1z舳05α（VAUCH．）AG．
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